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学生統計調査員の募集に関する
詳細資料



１ 統計調査員について
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○ 統計調査とは？
「統計」を作るために行われる「調査」のことを言います。

○ 統計調査員の役割は？
調査対象である世帯や事業所、店舗等を直接訪問し、
調査の説明（協力のお願い）を行い、調査票の記入依頼、
調査票の収集・点検を行います。
「データを収集する」という、統計調査において最も重要な役割
を担っています。

○ 統計調査員の身分は？
都道府県知事が任命する非常勤の地方公務員となります。



１ 統計調査員について
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○ 統計調査員の報酬は？
調査活動に従事した対価として、法律や条例等に基づき、
調査終了後に報酬が支払われます。
報酬額は、調査の種類や受け持ち件数等によって異なります。

○ 統計調査員の災害補償は？
調査活動中に災害（交通事故など）に遭った場合は、
一般の公務員と同様に、法律や条例等の規定に基づいて、
公務災害補償が適用されます。



２ 学生統計調査員が活動する調査について

○ 毎月勤労統計調査 特別調査
雇用、給与及び労働時間について、全国及び都道府県別
の変動を明らかにすることを目的とした統計調査です。
常用労働者１～４人の事業所に対して年１回、毎年７月に
調査を実施します。

この調査で得られた結果は、失業給付、労災の休業補償、
平均賃金、労働時間短縮の推進、景気動向指数、
国民経済計算、建設工事労務単価などに利用されます。
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県が行う統計調査員事務
打合せ会（説明会）に出席

① 委嘱状や統計調査員証を受け取る。
② 調査に必要な用品を受け取る。
③ 受け持つ地域の地図を受け取る。
④ 調査内容、調査方法などについて説明を受ける。

調査の準備

調査対象を訪問

調査票の記入依頼

調査票の回収・点検

県へ調査票を提出

① 調査の手引など、説明会で配布された資料をよく読み、
調査内容を理解する。

② 調査用品の数量などを確認する。
③ 調査を受け持つ地域を実際に確認する。

統計調査の目的などを説明し、調査への協力についてお願いする。

① 「調査票」の記入を依頼する。
② 記入方法や記入上の注意事項を説明する。
③ 後日の回収日時を確認する。

① 約束した回収日時に再訪問する。
② 回収した調査票に記入漏れなどがないかチェックする。

① 調査票を決められた期日までに提出する。
② 提出書類の確認を受ける。

２ 学生統計調査員が活動する調査について
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２ 学生統計調査員が活動する調査について
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○ 活動期間
７月上旬から２ヶ月程度ですが、活動する時間帯は各調査員にお任せして
います。そのため、期間中は毎日活動するわけではなく、講義の合間や夏休み
期間中にご自身のスケジュールで活動できます。
実際に活動する日数は、担当調査区などによって多少異なってきますが、
説明会出席で1日、調査準備に1日、調査対象を訪問して記入を依頼する
のに数日、回収するのに数日、点検・整理に２日くらいが想定されますので、
10日～2週間が目安になります。ただ、１日といっても丸１日ではないことも
ありますし、事業所の都合に合わせて調査票の回収に伺うので、活動する
時間や日数は変わってきます。

○ 活動場所 お住まいの市町村等で活動できます。

○ 報 酬 約３９，０００円



学生調査員経験者の感想は・・・（抜粋）

２ 学生統計調査員が活動する調査について

 調査対象事業所は、どのような対応をされたか
○ 調査対象となった事業所は皆さん、丁寧に話を聞き、調査に協力頂けた。
○ おおむね普通に話を聞いてくれたが、一部話を聞かない事業所もあった。
○ 一番多かった対応は、面倒くさそうな、怪訝な顔をされながらもひとまず、

話は聞いてくれた。
○ 仕事の手を止めて、話を聞いてくれた方も多くいたが、仕事の片手間に耳だけ

貸すような姿勢の方もいた。
○ 一件だけ、ろくに説明も聞いてくれず、忙しいの一点張りで門前払いされた

事業所もあった。
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学生調査員経験者の感想は・・・（抜粋）

２ 学生統計調査員が活動する調査について

 自分自身にプラスになったこと
○ 事業者と話す機会が出来てよかった。
○ 自分のコミュニケーション能力に自信をつけることができた。

 困ったこと、不安に思ったこと
○ 数件だが、まともに説明すら聞いてもらえない事業所への対応には困った。

アポ取りの電話のときにどうしようもないことばかりを繰り返し言われたため、
県に電話で対応してもらった。

○ 活動するうえで、どのような流れで行えばいいか不安だった。
→不明・不安な点は、その都度、県にご連絡ください。丁寧にフォローいたします。
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学生調査員経験者の感想は・・・（抜粋）

２ 学生統計調査員が活動する調査について

 統計調査員の活動を通じて、気づいたこと
○ 経済センサスや毎月勤労統計調査などの統計調査の存在自体を知らない方

が多かった。統計調査を知っていても、どのように使われているか、どのように
調査しているかを知っている人はいなかった。

○ ニュースで目にする統計調査がどのように行われているのか、その現場を体験
して、身をもって統計調査の一部を知ることができた。

○ 傾向として、若い人のほうが話を聞いてもらえた。
○ この事業に参加しなければ、統計調査への理解や認識はほとんどなかったと

思う。今後は、答える側として積極的に調査に協力できると思う。

 その他の感想
○ 仕事の大変さと報酬を比べ、コスパがいいと思った。
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３ 学生統計調査員に応募した後のスケジュール
時期 内容

統計調査員になる
ための講習に参加
する

２月２０日
（火）

会 場 福島県庁で開催

内容(予定) ・ビジネスマナー（あいさつ／身だしなみの基本）
・コミュニケーション（話し方、接遇の基本）
・訪問マナー
・統計調査員としての心得

参 加 費 無料

統計調査員の説明
会に参加する ７月上旬 県が主催する統計調査員の事務打合せ会に参加

統計調査員として
実際に活動をする

７月
～８月

毎月勤労統計調査特別調査の調査員として調査票を回収し、８月末
までに県へ提出します。

統計調査員の活動
を振り返る １０月～ アンケートを御提出いただきます。
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統計調査員としての活動は、

◎公務（非常勤の公務員）を経験することができる！

◎統計調査員の高齢化が進む中、社会において重要な
統計調査の第一線で地域のデータを収集する。
→地域貢献！

◎実践的なコミュニケーション能力を向上させることができる！

◎就職活動におけるPR材料になる！

皆さまのご応募をお待ちしています！
募集〆切 ２月８日（木）

おわりに
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